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３
月
町
議
会
定
例
会
で
示
さ
れ
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
で
あ
る

行
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行
方
針
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
29

年
度
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

地
域
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

安久津勝彦町長

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

　

本
町
は
、
昨
年
８
月
の
台
風
７
・
11

・
９
・

10

号
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
被
災
さ
れ
た
町
民
の
皆
さ

ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
間
の
災
害
復
旧
に
は
、
多
く
の
町
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
関
係
機
関
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
完
了
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

新
年
度
の
最
優
先
課
題
と
位
置
付
け
、
引

き
続
き
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。

　

自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
政
治
・
経

済
な
ど
の
先
行
き
が
不
透
明
な
中
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
豊
富
な
資
源
を
生

か
し
町
民
と
職
員
の
知
恵
を
結
集
し
「
住
み

た
い
、
住
み
続
け
た
い
、
住
ん
で
い
て
良
か

っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
議
会
と
と
も
に
町
の
地
方

創
生
を
進
め
ま
す
。

　

「
足
寄
町
第
6

次
総
合
計
画
」
「
足
寄
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に

よ
り
、
私
た
ち
が
目
指
す
ま
ち
の
将
来
像
で

あ
る
「
緑
の
大
地
に
あ
ふ
れ
る
幸
せ　

安
全

で
安
心
な
ま
ち　

あ
し
ょ
ろ
」
の
実
現
に
向

け
て
町
政
執
行
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

移
住
・
定
住
の
促
進

　

定
住
促
進
や
日
常
生
活
の
機
能
維
持
お
よ

び
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
い
て
は

「
空
き
家
利
活
用
支
援
業
務
」
「
住
環
境
整

備
補
助
」
等
の
予
算
措
置
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
「
地
方
創
生
推
進
交
付
金
」

を
活
用
し
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
軸
と

し
た
移
住
定
住
の
促
進
を
図
る
た
め
「
農
業

人
材
育
成
・
移
住
就
業
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を

行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
移
住
定
住
の
促
進
を
図
る
た
め

の
移
住
体
験
用
住
宅
を
、
地
方
創
生
拠
点
整

備
交
付
金
を
活
用
し
整
備
し
ま
す
。

地
域
活
性
化
の
推
進

　

「
住
環
境
・
店
舗
等
整
備
補
助
金
」
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
方
に
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
住
環
境
の
改
善

に
効
果
の
あ
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

年
度
も
前
年
度
同
様
の
予
算
措
置
を
行
い
ま

す
。

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
推
進
事
業

　

特
産
品
の
販
売
が
増
え
、
地
場
産
業
の
活

性
化
も
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
継
続
し
て

足
寄
町
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
特

産
品
贈
呈
の
た
め
の
報
償
費
や
手
数
料
・
広

告
費
な
ど
の
経
費
を
予
算
措
置
し
ま
し
た
。

地
域
公
共
交
通
対
策

　

市
街
地
で
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め

市
街
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
行
う

と
と
も
に
、
地
域
全
体
の
移
動
手
段
の
充
実

と
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系

づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

自
治
会
活
動

　

地
域
の
福
祉
や
防
犯
、
交
通
安
全
運
動
、

環
境
整
備
と
し
て
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
等
の

取
り
組
み
を
通
し
て
、
住
み
よ
い
地
域
社
会

づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
と
な
る
自
治

会
活
動
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
「
自
ら
の
地
域
を
自
ら
が
守
る
」
防

災
活
動
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
の
組
織
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
推
進

　

一
般
住
宅
へ
の
家
庭
用
太
陽
光
発
電
設
備

の
導
入
や
木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
焼
機
器
導
入
に

対
し
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
よ
り
利
用
し

や
す
い
制
度
へ
改
善
を
図
り
ま
す
。

農
林
業
振
興
対
策

　

芽
登
地
区
に
お
い
て
、
大
規
模
の
牧
場
と

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
農
家
２
戸
を
合
わ
せ
た
３

戸
を
対
象
と
し
て
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

を
建
設
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
自
給
飼
料
の
生
産
性
向
上
を
図

る
た
め
の
農
業
基
盤
の
整
備
や
農
業
担
い
手

の
確
保
、
育
成
対
策
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
畜
産
経
営
の
安
定
と
向
上
を
図
る

た
め
に
、
規
模
拡
大
等
の
意
欲
あ
る
畜
産
農

平
成
31

年
度
以
降
の
収
集
体
制
・
分
別
種
類
・

分
別
方
法
等
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備

　

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
に
つ
い
て
、
健
康

で
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
公
共
用
水
域

の
健
全
な
水
環
境
の
保
全
に
資
す
る
た
め
、

下
水
道
整
備
計
画
に
定
め
ら
れ
た
予
定
処
理

区
域
外
の
区
域
に
つ
い
て
は
平
成
20

年
度
か

ら
国
の
補
助
対
象
で
あ
る
個
人
設
置
型
浄
化

槽
設
置
整
備
事
業
に
よ
り
整
備
を
進
め
ま
す
。

営
農
用
水
道

　

上
足
寄
営
農
用
水
道
の
浄
水
装
置
、
鷲
府

営
農
用
水
道
の
中
央
監
視
装
置
の
設
置
を
行

い
維
持
管
理
の
充
実
と
利
用
者
の
安
心
、
安

全
で
安
定
的
な
水
の
供
給
を
図
り
ま
す
。

地
籍
調
査

　

平
成
26

年
度
着
手
の
上
利
別
の
一
部
地
区

と
郊
南
地
区
の
地
積
測
量
、
本
閲
覧
を
経
て

認
証
手
続
き
を
行
い
地
区
完
了
と
し
、
平
成

28

年
度
着
手
の
下
愛
冠
の
一
部
地
区
の
復
元

測
量
を
行
い
、
稲
牛
地
区
の
一
部
地
区
を
平

成
29

年
度
新
規
地
区
と
し
て
着
手
し
、
土
地

の
位
置
付
け
の
明
確
化
を
進
め
ま
す
。

土
木
建
設
工
事

　

栄
町
２
丁
目
仲
通
、
中
足
寄
愛
冠
線
の
改

良
舗
装
お
よ
び
西
町
、
下
愛
冠
地
区
の
公
共

　

ま
た
、
老
人
憩
の
家
集
会
室
床
面
の
老
朽

化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
張
り
替
え
等
を
行

い
ま
す
。

　

介
護
人
材
確
保
対
策
事
業
と
し
て
、
介
護

福
祉
士
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
進
学
す

る
学
生
へ
の
修
学
資
金
の
貸
付
金
と
、
町
内

の
民
間
介
護
保
険
施
設
等
に
新
た
に
就
職
す

る
人
や
町
外
か
ら
転
入
す
る
介
護
従
業
者
を

支
援
す
る
た
め
「
介
護
従
事
者
就
業
支
援
等

補
助
金
」
を
予
算
措
置
し
ま
す
。

足
寄
霊
園
の
整
備

　

西
側
園
路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
板
が
老
朽

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

平
板
を
張
替
え
し
て
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
区
画
造
成
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

区
画
残
数
と
利
用
実
績
を
考
慮
し
平
成
31

年

度
に
区
画
造
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
・
し
尿
処
理
対
策

　

一
部
に
お
い
て
不
法
投
棄
や
不
適
切
な
処

理
に
よ
り
、
環
境
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る

事
案
が
見
ら
れ
る
た
め
、
本
別
警
察
署
と
協

力
し
適
切
な
処
理
の
徹
底
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
資
源
ご
み
の
集
団
回
収
や
生
ご
み

処
理
機
等
の
購
入
に
対
し
て
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
引
き
続
き
助
成
し
、
減
量
化
を
図
り

ま
す
。

　

平
成
30

年
度
で
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場 

が
ほ
ぼ
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
か
ら
、
関
係

自
治
体
お
よ
び
関
係
団
体
と
の
協
議
を
進
め
、

会
」
に
よ
る
各
種
技
能
講
習
や
技
術
取
得
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
催
を
通
じ
た
季
節
労
働
者

等
の
雇
用
促
進
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

福
祉
施
策
の
推
進

　

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
支
援
策
を
引
き

続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
や
Ｂ
型

肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
が
始
ま
っ
た
こ

と
か
ら
、
予
防
接
種
費
用
を
増
額
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ
乳
が
ん
検
診
費
用
の

助
成
や
個
別
に
子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検

診
を
受
け
た
場
合
の
自
己
負
担
額
を
集
団
検

診
の
自
己
負
担
額
と
同
額
に
な
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
平
成
29

年
度
に
移
転
新
築

を
予
定
し
て
い
る
「
障
が
い
者
就
労
支
援
Ｂ

型
事
業
所
」
は
、
利
用
者
定
員
を
現
行
の
20

人
か
ら
30

人
に
拡
充
す
る
他
、
障
が
い
者
等

の
避
難
所
を
担
う
公
的
機
能
を
有
す
る
計
画

と
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
施
策
で
す
が
、
高
齢
者
等
複

合
施
設
「
む
す
び
れ
っ
じ
」
の
運
営
を
は
じ

め
、
高
齢
者
等
の
権
利
擁
護
や
介
護
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
実
施
機
関
と
し
て
、
足
寄 

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
引
き
続
き
委
託
す
る

他
、
福
祉
課
総
合
支
援
相
談
室
を
軸
に
医
療

お
よ
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
と
情
報
を 

共
有
し
「
医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉
の
連

携
シ
ス
テ
ム
」
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

業
者
に
対
す
る
無
利
子
の
畜
産
振
興
資
金
を

増
額
す
る
他
、
昨
年
の
台
風
被
害
に
よ
る
農

地
災
害
・
農
業
用
施
設
災
害
お
よ
び
林
道
災

害
復
旧
の
た
め
の
補
助
災
害
・
単
独
災
害
の

予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
貴
重
な
資
源
を

持
続
・
循
環
さ
せ
る
と
と
も
に
、
森
林
が
持

つ
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
り
ま
す
。

商
工
観
光
振
興
対
策

　

足
寄
町
商
工
会
運
営
事
業
に
対
す
る
支
援

と
町
内
中
小
企
業
者
の
経
営
安
定
化
に
資
す

る
た
め
、
中
小
企
業
特
別
融
資
制
度
お
よ
び

融
資
保
証
料
の
補
助
な
ど
の
支
援
対
策
を
引

き
続
き
実
施
し
、
金
融
機
関
や
商
工
会
と
連

携
し
な
が
ら
融
資
制
度
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
商
工
観
光
振
興
対
策
と
し
て
、

①
本
別
・
陸
別
と
の
３
町
で
観
光
を
軸
と
し

た
地
域
経
済
の
振
興
に
取
り
組
み
、
商
工
事

業
者
や
生
産
者
と
と
も
に
特
産
品
を
開
発
、

②
本
町
の
優
れ
た
自
然
景
観
や
特
産
品
の
魅

力
の
発
信
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
「
道
の
駅
」

づ
く
り
、
③
道
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
オ
ン
ネ
ト
ー
周
辺
施
設
の
管
理
・
環

境
整
備
等
、
④
足
寄
ふ
る
さ
と
花
ま
つ
り
や

足
寄
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
・
両
国
花
火
大
会
実

行
委
員
会
へ
の
支
援
・
協
力
、
⑤
地
場
産
品

開
発
や
起
業
等
創
出
支
援
を
目
的
と
し
た
「
足

寄
町
産
業
振
興
事
業
補
助
金
」
の
実
施
、
⑥

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
求
人
情
報
の
掲
載
、

⑦
「
ふ
る
さ
と
東
十
勝
通
年
雇
用
促
進
協
議

予
算
編
成
の
重
点
方
針

①
安
全
・
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

②
産
業
振
興
の
推
進

③
学
び
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

④
総
合
戦
略
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
の

推
進

⑤
医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉
の
連
携

シ
ス
テ
ム
の
推
進
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よ
る
医
療
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
、
行
政

と
密
接
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
で
支

え
る
医
療
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

住
民
が
い
つ
で
も
安
心
し
て
必
要
な
医
療

を
安
定
的
に
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
た

め
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
費
用
対
効
果
の
両
面

と
を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
、
着
実
に
経
営

の
健
全
化
が
進
展
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

本
年
度
の
当
初
予
算
の
規
模

一
般
会
計　

９
９
億
１
６
７
７
万
２
千
円

　

（
昨
年
度
当
初
予
算
比　

10

・
８
％
増
）

特
別
会
計　

３
２
億
７
７
９
３
万
７
千
円

　

（
昨
年
度
当
初
予
算
比　

３
・
９
％
増
）

企
業
会
計　

１
６
億
５
３
４
３
万
２
千
円

　

（
昨
年
度
当
初
予
算
比　

２
・
２
％
減
）

合　
　

計　

１
４
８
億
４
８
１
４
万
１
千
円

　

（
昨
年
度
当
初
予
算
比　

７
・
６
％
増
）

　

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
活
用
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
町
議
会
議
員
な
ら
び
に

町
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
維
持
管
理
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
終
末
処
理
場
の
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
き
、
電
気
設
備
・
機
械
設
備
の

更
新
を
行
い
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業

　

平
成
30

年
度
の
事
業
完
了
に
向
け
て
、
換

地
処
分
や
区
画
整
理
登
記
、
精
算
金
の
決
定

を
行
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

町
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
に
当

た
り
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で

そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
保
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
利
用
者
の
健
康
保
持
、

安
全
・
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
施
設
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

上
水
道
事
業
会
計

　

老
朽
管
路
お
よ
び
道
路
改
良
事
業
な
ど
に

伴
う
配
水
管
敷
設
替
事
業
を
行
い
、
地
域
住

民
に
安
心
・
安
全
な
水
道
水
の
安
定
的
な
生

活
用
水
の
供
給
に
努
め
ま
す
。

町
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

　

引
き
続
き
急
性
期
の
患
者
の
受
け
入
れ
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
治
療
を
終
え
た
患
者

の
リ
ハ
ビ
リ
や
在
宅
に
向
け
た
回
復
期
機
能 

を
提
供
す
る
地
域
医
療
機
関
と
し
て
の
体
制

を
維
持
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
の
進
展
に

に
お
い
て
、
未
復
旧
と
な
っ
て
い
る
23

路
線
、

31

カ
所
の
復
旧
工
事
を
行
い
、
車
両
通
行
の

安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

消
防

　

消
防
費
に
常
備
消
防
管
理
経
費
と
非
常
備

消
防
管
理
経
費
を
設
け
、
常
備
消
防
管
理
経

費
に
は
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
負

担
金
等
を
、
非
常
備
消
防
管
理
経
費
に
は
消

防
団
に
要
す
る
経
費
を
そ
れ
ぞ
れ
予
算
措
置

し
ま
し
た
。

　

消
防
自
動
車
更
新
事
業
と
し
て
、
購
入
後

25

年
以
上
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
２
台
を
更
新
し
ま
す
。

災
害
対
策

　

昨
年
夏
の
台
風
災
害
を
踏
ま
え
た
足
寄
町

防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

　

芽
登
地
区
の
計
装
装
置
を
更
新
し
、
北
区

浄
水
場
で
遠
隔
監
視
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

整
備
を
行
い
、
施
設
管
理
の
充
実
と
安
定
し

た
水
の
供
給
を
図
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
西
町
８
丁
目
か
ら

９
丁
目
の
汚
水
管
敷
設
、
下
愛
冠
１
丁
目
の

一
部
の
汚
水
管
お
よ
び
雨
水
管
敷
設
整
備
工

事
を
実
施
し
、
過
年
度
敷
設
汚
染
管
の
高
圧

洗
浄
や
カ
メ
ラ
調
査
を
行
う
と
と
も
に
適
正

下
水
道
工
事
区
間
、
上
芽
登
原
野
線
、
中
矢

幹
線
、
北
斗
１
号
幹
線
の
舗
装
補
修
、
南
２

条
か
ら
南
４
条
間
の
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ

き
、
ポ
ン
稲
牛
橋
、
共
栄
橋
の
修
繕
と
空
内

橋
の
調
査
設
計
、
62

橋
の
橋
梁
定
期
点
検
を

行
い
、
生
活
道
路
等
の
整
備
改
善
を
図
り
ま

す
。

　

生
活
道
路
・
通
学
路
等
の
よ
り
安
定
的
な

除
排
雪
体
制
の
確
保
と
安
全
・
安
心
な
冬
期

交
通
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
て
除
雪
専
用
車
の

更
新
を
行
い
ま
す
。

公
園
事
業

　

里
見
が
丘
公
園
再
整
備
事
業
と
し
て
、
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
の
建
築
と
遊
戯
広
場
の
遊
具
設

置
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

各
公
園
の
遊
具
修
繕
を
行
い
、
地
域
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
施
設
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

公
営
住
宅
整
備

　

は
る
に
れ
団
地
３
、
４
号
棟
９
戸
の
新
築

工
事
や
外
構
、
駐
車
場
の
整
備
を
行
い
、
５

号
棟
（
１
棟
12

戸
）
の
建
築
設
計
と
外
構
、

駐
車
場
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

災
害
復
旧

　

昨
年
の
台
風
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
町
道

平
成
29

年
度
教
育
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
活
動
の
展
開

藤代和昭教育長

教

育

行

政

の

基

本

方

針

　

足
寄
町
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
基
本
法

を
始
め
と
す
る
教
育
関
連
法
や
第
６
次
足
寄

町
総
合
計
画
お
よ
び
第
４
次
足
寄
町
生
涯
学

習
推
進
計
画
な
ど
を
基
底
に
据
え
、
総
合
教

育
会
議
の
協
議
・
調
整
を
尊
重
し
、
学
校
や

家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関
・
団
体
と
相
互
に

理
解
と
補
完
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
宝
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
学
び
や
町
民
の

生
き
が
い
と
な
る
学
び
合
い
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
推
進
】

学
校
運
営

　

保
護
者
・
地
域
に
信
頼
さ
れ
、
安
心
し
て

託
さ
れ
る
学
校
運
営
に
向
け
、
教
育
委
員
会

が
主
体
性
を
発
揮
し
、
校
長
会
議
・
教
頭
会

議
を
通
し
て
的
確
な
指
示
や
指
導
等
の
徹
底

を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
開
か
れ
た
学
校
」

や
「
特
色
あ
る
教
育
」
づ
く
り
に
資
す
る
学

校
評
議
員
会
議
の
開
催
や
学
校
評
価
等
、
小

中
学
校
の
指
導
連
携
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
先
行
実
施
と
し
て
学

校
運
営
協
議
会
を
螺
湾
小
学
校
に
指
定
し
て

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
を
導
入
し
、

地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
づ
く
り
を
一
層
推

進
し
ま
す
。

教
育
課
程
の
管
理

　

小
中
学
校
の
「
確
か
な
学
力
」
の
方
策
と

し
て
、
加
配
措
置
の
少
人
数
指
導
や
習
熟
度

別
学
習
、
町
単
独
に
よ
る
学
習
支
援
員
の
配

置
、
長
期
休
業
中
の
学
習
機
会
の
提
供
、
家

庭
へ
の
啓
発
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の

実
施
結
果
を
受
け
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の

「
学
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
各
学

校
の
具
体
的
方
策
や
数
値
目
標
を
位
置
付
け

た
「
学
力
向
上
策
」
や
「
学
校
改
善
プ
ラ
ン
」

と
と
も
に
、
足
寄
町
生
涯
学
習
研
究
所
に
よ

る
学
力
調
査
・
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
、
学

力
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
国

旗
・
国
歌
の
実
施
で
は
、
儀
式
的
行
事
等
に

お
い
て
望
ま
し
い
形
で
の
実
施
を
図
り
ま
す
。

「
豊
か
な
心
」
「
健
や
か
な
体
」
の
育
成

　

「
豊
か
な
心
」
に
向
け
た
方
策
と
し
て
、

道
徳
教
育
を
重
視
し
命
の
大
切
さ
や
思
い
や

り
の
心
、
規
範
意
識
な
ど
の
醸
成
、
教
育
相

談
の
充
実
、
読
書
活
動
の
推
進
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。
特
に
読
書
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
蔵
書
の
計
画
的
な
整
備
や
町
図
書
室
の

定
期
的
な
巡
回
配
本
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
「
い
じ
め
」
は
「
誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
・
犯
罪
で
あ
る
・
命
に
係
わ
る
問
題
で

あ
る
」
と
の
基
本
認
識
に
立
ち
、
足
寄
町
い

じ
め
防
止
基
本
方
針
に
基
づ
き
未
然
防
止
や

早
期
対
応
、
学
校
・
保
護
者
・
関
係
機
関
と

の
速
や
か
な
連
携
に
務
め
る
と
と
も
に
、
重

大
事
案
に
つ
い
て
は
総
合
教
育
会
議
で
協
議

し
ま
す
。

　

そ
し
て
「
健
や
か
な
体
」
に
つ
い
て
の
方

策
と
し
て
、
教
科
体
育
の
充
実
や
体
力
づ
く

り
運
動
の
日
常
実
践
化
、
新
体
力
テ
ス
ト
の

実
施
な
ど
を
通
し
、
体
力
向
上
や
運
動
の
習

慣
化
を
推
進
し
ま
す
。

食
育
・
学
校
給
食

　

食
育
で
は
栄
養
教
諭
の
効
果
的
な
活
用
を

図
り
、
食
に
関
す
る
指
導
を
推
進
す
る
と
と

も
に
学
校
給
食
の
衛
生
・
安
全
管
理
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

国
際
理
解
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

国
際
理
解
教
育
で
は
、
国
際
交
流
員
の
積

極
的
な
活
用
を
図
り
、
町
内
の
小
学
校
や
中

学
校
に
派
遣
し
て
外
国
語
活
動
や
授
業
を
支

援
し
、
異
文
化
理
解
や
国
際
理
解
教
育
の
推

進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、
関
係
機
関
・
団
体

等
と
の
協
力
・
調
整
を
図
り
、
職
場
訪
問
体

験
学
習
な
ど
を
通
し
、
望
ま
し
い
職
業
観
や

勤
労
観
を
培
っ
て
い
き
ま
す
。

防
災
・
交
通
安
全
教
育

　

防
災
・
交
通
安
全
教
育
で
は
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
を
想
定
し
、
各

教
科
の
関
連
学
習
内
容
や
実
施
訓
練
を
通
し

て
災
害
へ
の
適
切
な
迅
速
対
応
に
努
め
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
環
境
教
育

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
は
、
児
童
生
徒
に
「
情
報

活
用
能
力
」
を
習
得
さ
せ
る
た
め
、
効
果
的

活
用
を
図
る
他
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
徹
底

に
務
め
ま
す
。

　

環
境
教
育
で
は
、
足
寄
中
学
校
の
太
陽
光

発
電
装
置
を
活
用
し
た
環
境
保
全
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
を
理
科
授
業
な
ど
の
教
育
活
動
に

組
み
入
れ
ま
す
。

特
別
支
援
・
複
式
教
育

　

特
別
支
援
教
育
で
は
、
個
別
指
導
計
画
や

教
育
支
援
計
画
に
基
づ
い
た
教
育
活
動
の
展

開
、
学
習
支
援
員
の
継
続
配
置
等
、
あ
し
ょ
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足
寄
動
物
化
石
博
物
館

　

企
画
・
運
営
の
工
夫
や
発
掘
体
験
活
動
な

ど
に
よ
り
入
館
者
数
の
増
加
に
努
め
て
お
り
、

本
町
の
象
徴
的
な
学
術
施
設
と
し
て
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

国
指
定
天
然
記
念
物
「
オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の

滝
マ
ン
ガ
ン
酸
化
物
生
成
地
」
は
、
環
境
省

が
実
施
す
る
「
生
態
系
維
持
回
復
事
業
」
に

参
画
し
、
有
害
魚
類
の
根
絶
と
自
然
環
境
の

回
復
を
目
指
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
、
保
護
と
活
用
の
両
面
に
つ
い

て
具
体
的
方
策
を
検
討
し
ま
す
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」

ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る
機
会
の
拡
充
や
各

種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
定
期
点
検
並
び
に
計
画

的
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

指
導
者
の
育
成
や
指
導
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
出

前
教
室
、
学
校
開
放
事
業
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
な
ど
を
通
し
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
と
普
及
に
努
め
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
29

年
度
の
教
育
行
政
の
執
行

に
関
す
る
主
要
な
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
な
ら
び
に
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

国
際
交
流

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市

か
ら
引
き
続
き
国
際
交
流
員
を
招
へ
い
し
、

保
育
園
児
へ
の
英
語
遊
び
活
動
「
ぺ
ピ
ー
キ

ッ
ズ
」
や
一
般
町
民
を
対
象
と
し
た
英
会
話

教
室
を
実
施
し
ま
す
。

生
涯
学
習
施
設

　

今
年
度
か
ら
３
カ
年
計
画
で
町
民
セ
ン
タ

ー
の
大
規
模
改
修
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
30

年
度
中
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て

い
る
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
知
の
拠
点
と
し

て
図
書
館
移
行
に
伴
う
蔵
書
の
計
画
的
充
実

を
図
り
、
町
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
機
能

や
利
便
性
な
ど
の
向
上
と
と
も
に
、
読
書
普

及
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
・
児
童
へ
の
読
み
聞
か
せ

や
乳
幼
児
の
絵
本
と
の
出
会
い
等
を
支
援
す

る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
を
継
続
し
て

行
い
ま
す
。

文
化
・
芸
術
活
動

　

文
化
団
体
等
の
活
動
を
通
し
優
れ
た
文
化
・

芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
地
域
文
化

の
伝
承
や
創
作
活
動
等
を
支
援
し
ま
す
。

文
化
財

　

郷
土
資
料
館
で
は
、
町
民
や
学
校
教
育
、

社
会
教
育
に
も
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
資
料

の
整
理
や
展
示
の
工
夫
、
情
報
提
供
な
ど
に

努
め
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
推
進
】

家
庭
教
育

　

「
家
庭
教
育
学
級
」
や
子
育
て
支
援
・
学

習
と
交
流
の
会
「
す
く
す
く
」
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
ま
た
あ
し
ょ
ろ
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
子
育
て
に
携
わ
る
関
係
機
関
と
の
連

携
に
よ
り
、
家
庭
教
育
・
子
育
て
支
援
の
充

実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

青
少
年
教
育

　

自
然
体
験
活
動
「
す
す
め
！
あ
し
ょ
ろ
☆

冒
険
王
」
の
実
施
を
は
じ
め
、
各
種
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
・
芸

術
活
動
な
ど
の
支
援
と
育
成
に
努
め
る
と
と

も
に
、
長
期
休
業
中
の
居
場
所
づ
く
り
と
し

て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」
を
夏
季
間
と
冬

季
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
、
学
ぶ
意
欲
や
習

慣
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
教
育
機
関
で
あ
る
「
ネ
イ

パ
ル
あ
し
ょ
ろ
」
や
「
九
州
大
学
北
海
道
演

習
林
」
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

成
人
教
育

　

情
報
の
提
供
や
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
学
習
機

会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と

足
寄
１
０
０
年
塾
「
生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
」

や
「
学
遊
校
」
の
講
座
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
参
加
等
、
高
齢
者
の
豊
か
な
学
び
合

い
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
仲
間
づ

く
り
や
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
学

習
機
会
や
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

ろ
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
な
ど
、
支
援

体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

複
式
教
育
で
は
、
少
人
数
の
良
さ
を
生
か

し
た
き
め
細
か
な
指
導
計
画
に
よ
る
個
に
応

じ
た
指
導
や
学
習
効
果
を
高
め
る
集
合
学
習

と
交
流
学
習
を
支
援
し
、
地
域
環
境
の
特
性

を
生
か
し
た
複
式
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

足
寄
高
校
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み

　

遠
距
離
通
学
費
や
入
学
時
一
時
金
、
見
学

旅
行
費
、
下
宿
代
な
ど
の
通
学
に
係
る
補
助

や
部
活
動
、
進
路
模
擬
・
各
種
検
定
料
な
ど

の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
姉
妹
都
市
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市

に
派
遣
す
る
「
足
寄
高
校
生
海
外
研
修
派
遣

事
業
」
や
公
設
民
営
塾
、
多
目
的
交
流
施
設

な
ど
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
足
寄
高
等
学
校
振
興
会
や
足
寄

高
校
を
存
続
さ
せ
る
会
、
足
寄
高
等
学
校
な

ど
と
連
携
し
、
２
間
口
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
効
果
的
・
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
や
足
寄

高
等
学
校
存
続
な
ど
の
支
援
策
、
さ
ら
に
は

人
口
減
少
対
策
と
し
て
引
き
続
き
小
中
学
校

と
高
校
に
給
食
費
の
無
償
提
供
を
行
い
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備

　

小
学
校
校
舎
の
老
朽
化
に
伴
う
施
設
・
設

備
の
改
修
や
へ
き
地
小
学
校
体
育
館
非
構
造

物
の
耐
震
化
整
備
、
教
職
員
住
宅
の
改
築
等

を
、
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
29
年
度 
ま
ち
の
予
算

平
成
29
年
度
の
予
算
額
は
、
前
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
て

一
般
会
計
で
９
億
６
，
８
９
７
万
８
千
円
（
10
・
８
％
）
の
増
加
、

特
別
会
計
合
計
で
１
億
２
，
２
７
４
万
１
千
円
（
３
．
９
％
）
の
増
加
、

企
業
会
計
合
計
で
３
，
６
５
７
万
１
千
円
（
２
・
２
％
）
の
減
少
、

総
額
で
は
10
億
５
，
５
１
４
万
８
千
円
（
７
・
６
％
）
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総額99億1,677万2千円

各 会 計 予 算 額

一般会計の内訳

1億6,009万7千円

寄附金（1.0％）1億0,000万3千円

使用料及び手数料（1.6％）

8,662万7千円分担金及び負担金（0.9％）

その他の自主財源（0.4％） 4,216万9千円

歳出 
99億1,677万2千円

5億8,250万4千円繰入金（5.9％）

依
存

財
源
75.3

地方消費税交付金（1.3％）
1億3,403万9千円

地方譲与税（1.4％）
1億3,858万1千円

その他の依存財源（0.4％）
　　　　　　4,312万3千円

道支出金（4.9％）
4億8,647万8千円

その他（0.0％）
632万8千円

議会費（0.7％）
6,922万9千円

歳入 
99億1,677万2千円

町債（18.7％）
18億5,095万0千円

国庫支出金（5.8％）
5億7,114万9千円

衛生費（8.4％）
8億3,027万7千円

土木費（12.1％）
11億9,599万9千円

自主
財

源
24.7
％

 
％

地方交付税（42.8％）
42億3,975万6千円

町税（8.4％）
8億3,678万8千円

諸収入（6.5％）
6億4,450万8千円

災害復旧費（2.2％）
2億1,521万0千円

商工費（2.6％）
2億5,930万6千円

消防費（3.3％）
3億3,265万3千円

職員費（13.1％）
12億9,785万1千円

教育費（9.1％）
9億0,843万4千円

公債費（11.2％）
11億0,699万3千円

民生費（13.8％）
13億6,484万4千円

総務費（7.4％）
7億3,373万4千円

農林水産業費（16.1％）
15億9,591万4千円

区　　　　　　分 予　算　額

一 般 会 計 99億1,677万2千円

特 別 会 計 32億7,793万7千円

国 民 健 康 保 険 事 業 11億6,627万8千円

簡 易 水 道 8,277万4千円

公 共 下 水 道 事 業 6億3,889万3千円

介 護 保 険 8億9,168万2千円

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 8,919万6千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 3億0,016万1千円

後 期 高 齢 者 医 療 1億0,895万3千円

企 業 会 計 16億5,343万2千円

上 水 道 事 業 2億9,897万7千円

国民健康保険病院事業 13億5,445万5千円

総　　　　　　　　計 148億4,814万1千円
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

9

３.11 入賞者を表彰

　第60回足寄高等学校卒業証書授与式が同体

育館で執り行われ、29人の卒業生に林満章校

長から卒業証書が手渡されました。また、在

校生によるスライドショーや合唱が行われ、

卒業生は思い出を振り返り、涙ぐむ姿も見ら

れました。式を終えた卒業生は、思い出と未

来への希望を胸に母校を巣立っていきました。

３.１ 思い出を胸に

　仲間と共に教養や文化を楽しく学ぶ、ふる

さと足寄１００年塾・生きがいスクール（町

教育委員会主催）の第14期生卒塾式が町民セ

ンターで行われました。式では、塾生27人に

藤代和昭教育長から一人一人に修了証が手渡

された他、塾生代表の西村啓一さんが多くの友

人を得たことへの感謝の意を述べました。

　第40回読書感想文コンクールの表彰式が町

民センターで開催されました。同コンクール

では町内の小中学生の応募作品４８７点の中

から最優秀賞、優秀賞など合わせて48点が入

賞。受賞者を代表し原子吏華さん（足寄中３年）

が「多くの本から色々なことを学び成長して

いきたい」と話していました。

　町民を対象とした英会話教室「リヴァイの

ファングリッシュ」（町教育委員会主催）が

町民センターで行われ７人が参加しました。

この日は最初に、１分間にどれだけ多く英単

語のしりとりが書けるか競い合ったり、二人

一組となって英文の伝言ゲームなどをしたり

して、参加者は楽しく英会話を学びました。

２.15 楽しく英語を学ぶ
　将棋に触れ、親しんでもらうことを目的と

した「将棋を楽しむ会」（足寄将棋同好会主催、

全11回）が町民センターで開催され、幼児や

児童ら30人が参加しました。参加者は同会会

員５人からレベルに合わせた指導を受け効果

的な攻め方などを丁寧に教わり、王手を指そ

うと真剣な眼差しで対局しました。

３.９ 将棋を楽しもう

３.８ 共に学ぶ喜び

２.１-６ 勤労青年国内研修

２.11 新記録を目指して
　第56回全十勝小中学校選抜スピードスケー

ト選手権大会（実行委員会など主催）が里見

が丘スケートリンクで行われ、十勝管内から

予選を勝ち抜いた７２１人が参加。日頃の練

習の成果を発揮しようと、力いっぱい滑走す

る選手たちに、応援に駆け付けた家族らから

大きな声援が送られていました。

３.１ ひなまつりを祝う
　町高齢者等複合施設むすびれっじで「ミニ

ひなまつり・家族交流会」が開かれ、施設の

利用者や家族など40人が参加しました。会で

は施設での普段の生活が動画で紹介されたり、

３月生まれの方の誕生会が行われたりしまし

た。また、昼食会ではちらし寿司などが振る

舞われ、参加者は楽しい一時を過ごしました。

　勤労青年を道外に派遣し、研修を通じて広

い視野のきっかけづくりや実践力のある青年

リーダーを育成することを目的に、平成28年

度勤労青年国内研修が行われ５人が参加しま

した。参加者は九州大学で講義を受講したり

歴史・文化史跡を視察するなど、今後の青年

活動に向けて多くのことを学びました。
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　平成26年４月の消費税率引き上げによる影響を緩和するため、所得の少ない方に対し制度的な対応を行う 

までの間の暫定的・臨時的な措置として「臨時福祉給付金（経済対策分）」が支給されます。

・平成28年度臨時福祉給付金（支給額３，０００円）の支給対象者

　平成28年１月１日時点で住民票が足寄町にあり、平成28年度分の住民税が課税されていない方。

　ただし、次の場合は対象外となります。

①平成28年度分の住民税の課税者の扶養となっている場合

②生活保護の受給者である場合　など

申 請 先　役場福祉課保健福祉室

提出書類　①申請書

　　　　　・対象者と思われる方には、役場福祉課から郵送しています。

　　　　　②指定する口座が確認できる書類

　　　　　・平成28年度臨時福祉給付金などの受給実績がある方は不要です。なお、初めて申請する方、新 

たな口座への振り込みを希望する方は、通帳やキャッシュカードの写しを同封してください。

　　　　　③本人確認書類

　　　　　・代理申請を行う場合など、本人確認書類の写しが必要となる場合があります。

　　　　　※運転免許証、健康保険証、マイナンバーカード、身体・知的・精神障害者手帳　など

・原則として、申請期間外の申請は受け付けられませんので、ご注意ください。

詳　　細 役場福祉課保健福祉室　☎２５－２１４１内線１４０・１４５

支給対象者１人につき　１５，０００円　　　　　平成29年６月21日㈬

申請はお済みですか？

臨時福祉給付金（経済対策分）

期高齢者医療制度にご加入中の方へ

保険料の軽減措置が見直されます！

支給対象者

申請方法

その他

支給額 申請期限

「振り込め詐欺」や「個人情報・マイナンバーの搾取」にご注意ください！

●市町村や厚生労働省などがＡＴＭの操作をお願いすることは、絶対にありません。

●ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。

●市町村や厚生労働省などが給付金を支給するために、世帯構成や銀行口座などの個人情報を聞いた

り手数料の振り込みを求めたりすること等は絶対にありません。

　市町村や厚生労働省（の職員）などをかたった不審な電話や郵便物、メールがあった場合には、役

場福祉課や警察署にご連絡ください。

後

　保険料均等割軽減のうち、２割・５割軽減に係る所得判定基準が次の通り見直されました。

　≪平成28年度≫

　保険料所得割軽減の割合が、次の通り見直されました。

　≪平成28年度≫

　この制度に加入したとき、被用者保険の被扶養者だった方の軽減割合が次の通り見直されました。

　≪平成28年度≫

※所得の状況により均等割の軽減割合が９割、または８.５割に該当することがあります。

詳　　細 北海道後期高齢医療広域連合　☎０１１－２９０－５６０１

 役場住民課住民室保険担当　　☎２５－２１４１　　　　　

　≪平成29年度から≫

　≪平成29年度から≫

　≪平成29年度から≫

●均等割２割・５割軽減の範囲が見直されました

●所得割の軽減割合が見直されました

●被用者保険の被扶養者だった方の軽減割合が見直されました

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

33万円＋（26万５千円 × 世帯の被保険者数） ５割軽減

33万円＋（48万円 × 世帯の被保険者数） ２割軽減

所得が次の金額以下の方 軽減割合

所得から33万円を引いた額が58万円以下の方 ５割軽減

区　　　分 所得割 均等割

被用者保険の被扶養者だった方 かかりません ９割軽減

区　　　分 所得割 均等割

被用者保険の被扶養者だった方 かかりません 7割軽減

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

33万円＋（27万円× 世帯の被保険者数） ５割軽減

33万円＋（49万円× 世帯の被保険者数） ２割軽減

所得が次の金額以下の方 軽減割合

所得から33万円を引いた額が58万円以下の方 ２割軽減

平成29年度の保険料額は、７月に個別にお知らせします

確認じゃ！
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足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

 

☎
28

－

０
５
８
５

　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

　
あ
な
た
の
ス
マ
ホ
や
携
帯
電
話
に
身
に
覚

え
の
な
い
料
金
を
請
求
す
る
よ
う
な
メ
ー
ル

が
来
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
～
架
空
請
求

対
処
法
を
教
え
ま
す
～

　

昨
年
、
消
費
生
活
相
談
所
に
不
審
な
メ
ー

ル
を
受
信
し
た
と
い
っ
た
情
報
が
数
件
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
直
接
相
談
は
し
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
実
は
自
分
に
も
来
た
こ
と
が
あ
る
と

い
う
人
は
も
っ
と
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

不
当
な
請
求
を
し
て
く
る
事
業
者
は
後
を
絶

た
ず
、
手
口
も
巧
妙
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
さ
か
の
時
の
た
め
に
対
処
方
法
を
身
に
付

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

段
階
１

　

有
料
動
画
サ
イ
ト
に
未
払
金
が
あ
り
、
本

日
中
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
法
的
措
置
に
出
る

と
い
う
メ
ー
ル
（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

が
来
た
。
ま
た
は
、
ス
マ
ホ
で
動
画
を
再
生

し
よ
う
と
し
た
ら
「
会
員
登
録
」
と
い
う
画

面
が
出
た
。

対
処
方
法

　

こ
の
時
点
で
は
契
約
が
成
立
し
て
い
る
と

は
考
え
に
く
い
の
で
、
事
業
者
に
連
絡
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
連
絡
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
個
人
情
報
が
相
手
に
伝
わ
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

段
階
２

　

通
知
に
驚
い
て
し
ま
い
、
表
示
さ
れ
て
い

た
電
話
番
号
に
電
話
を
掛
け
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
知
人
に
相
談
し
た
ら
詐
欺
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
た
。
今
後
、
相
手
か
ら
連
絡

が
き
た
ら
ど
う
対
応
し
た
ら
い
い
か
。

対
処
方
法

　

電
話
を
掛
け
た
場
合
、
電
話
番
号
を
知
ら

れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
で
す
。
す
ぐ

に
発
信
履
歴
か
ら
削
除
し
、
着
信
拒
否
を
し

ま
し
ょ
う
。
今
後
は
、
知
ら
な
い
番
号
か
ら

の
電
話
に
出
な
い
、
ま
た
は
請
求
メ
ー
ル
が

来
て
も
一
切
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。
絶
対
に

支
払
請
求
に
応
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

〈
架
空
請
求
の
特
徴
〉

１
．
公
的
文
書
の
よ
う
な
文
面
で
あ
る
。

２
．
「
も
し
か
し
た
ら
あ
の
サ
イ
ト
」
と
思

わ
せ
る
た
め
、
具
体
的
な
サ
イ
ト
名
が
な
い
。

３
．
裁
判
等
を
チ
ラ
つ
か
せ
て
威
迫
し
て
い

る
。

〈
最
近
の
傾
向
〉

　

以
前
は
差
出
人
に
書
い
て
あ
る
弁
護
士
名
、

事
業
者
名
、
担
当
者
名
は
架
空
の
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
が
、
近
年
は
実
在
す
る
名
を

か
た
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
請
求
方
法
も
口
座
振
込
み
か
ら
コ

ン
ビ
ニ
で
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
（
ギ
フ
ト
券
）

を
買
わ
せ
、
番
号
を
聞
き
取
る
な
ど
変
化
し

て
い
ま
す
。

　

使
用
さ
れ
て
い
る
差
出
人
の
例

：

Ｄ
Ｍ
Ｍ

相
談
窓
口
、
ヤ
フ
ー
総
合
窓
口
（
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ

ｏ
と
の
記
載
も
有
）
、
Ｕ

－

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
（
偽

ユ
ー
ネ
ク
ス
ト
）
な
ど
。

※
同
名
又
は
類
似
名
の
事
業
者
と
間
違
え
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

そ
の
他
、
被
害
に
あ
っ
た
消
費
者
が
自
分

で
解
決
し
よ
う
と
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
電
話
し

た
と
こ
ろ
探
偵
事
務
所
な
ど
に
繋
が
り
、
調

査
料
を
支
払
っ
た
も
の
の
、
結
局
解
決
さ
れ

な
い
と
い
う
二
次
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
」
を
利
用

し
て
公
的
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
53
回

【
消
費
生
活
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
相
手
先
に
連
絡
し
な
い
。
（
添
付
Ｕ
Ｒ

Ｌ
へ
も
ア
ク
セ
ス
し
な
い
）

・
相
手
の
い
い
な
り
に
な
ら
な
い
。

・
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

強
化
す
る
。

　

消
費
生
活
相
談
所
で
は
不
審
な
事
業
者

な
ど
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
に
飛
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

－

ア
ラ
ー
ト
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

春
の
火
災
予
防
運

動
が
始
ま
り
ま
す

　

こ
の
時
季
は
、

空
気
が
乾
燥
し
火

災
が
発
生
し
や
す

い
た
め
、
全
国
お

よ
び
全
道
で
火
災

予
防
運
動
（
４
月

20

日
㈭
～
30

日
㈰
）

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
火
災
予

防
運
動
期
間
に
合

わ
せ
、
例
年
通
り
消
防
団
員
に
よ
る
夜
間
警

戒
・
パ
レ
ー
ド
・
街
頭
Ｐ
Ｒ
・
女
性
団
員
に

よ
る
独
居
老
人
宅
防
火
訪
問
等
を
実
施
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

　

今
年
に
入
り
、
足
寄
町
で
は
無
火
災
を
継

続
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
国
各
地
で
は

住
宅
火
災
に
よ
り
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
る

の
が
実
情
で
す
。
そ
こ
で
、
昨
年
の
広
報
あ

し
ょ
ろ
４
月
号
で
も
掲
載
し
た
「
住
宅
用
火

災
警
報
器
」
に
つ
い
て
再
度
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
な
ぜ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
火
災
に
よ
る
死
者
の

大
半
は
、
火
災
に
気
付
く
の
が
遅
れ
た
こ
と

に
よ
る
逃
げ
遅
れ
で
す
。
こ
の
逃
げ
遅
れ
を

防
ぐ
た
め
に
最
も
有
効
と
さ
れ
て
い
る
の
が

住
宅
用
火
災
警
報
器
で
す
。

　

火
災
が
発
生
し
た
と
き
は
、
目
で
煙
を
見

た
り
鼻
で
焦
げ
臭
さ
を
感
じ
た
り
、
耳
で
パ

チ
パ
チ
と
い
う
音
を
聞
い
た
り
と
五
感
で
気

付
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
就
寝
中
や

仕
切
ら
れ
た
空
間
で
物
事
に
没
頭
し
て
い
る

と
き
な
ど
は
火
災
に
気
付
く
の
が
遅
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
火
災
の
発
生
を
い
ち
早
く
キ

ャ
ッ
チ
し
、
警
報
音
や
音
声
に
よ
り
知
ら
せ

る
機
能
を
持
っ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
と
き
に
鳴
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
な
い

よ
う
、
日
頃
か
ら
定
期
的
に
点
検
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
ボ
タ
ン
式
の
も
の
は
ボ
タ
ン
を
押

し
、
ひ
も
式
の
も
の
は
ひ
も
を
引
い
て
作
動

状
況
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
音
や
音
声
が

流
れ
れ
ば
異
常
あ
り
ま
せ
ん
が
、
作
動
し
な

い
場
合
は
電
池
切
れ
や
機
器
本
体
の
故
障
が

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
早
急
に
電
池
や
機
器

の
交
換
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
こ
と
な
ど
、
不
明

な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
足
寄
消
防
署
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

足
寄
消
防
署 

☎

25

－

２
６
１
９

　

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）

か
ら
発
射
さ
れ
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
に

飛
来
す
る
場
合
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
極
め
て

短
時
間
で
日
本
に
飛
来
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
発
射
さ
れ
た
ミ
サ
イ
ル
が
日

本
に
飛
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、

24
時
間
い
つ
で
も
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
使
用
し
緊

急
情
報
を
伝
達
し
ま
す
。

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
使
用
す
る
と
、
防
災
行
政

無
線
な
ど
が
自
動
的
に
起
動
し
、
屋
外
ス
ピ

ー
カ
ー
等
か
ら
警
報
が
流
れ
る
他
、
携
帯
電

話
に
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が

配
信
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
情
報
伝
達
は
、

サ
イ
レ
ン
音
を
使
用
し
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に

注
意
が
必
要
な
地
域
の
方
に
幅
広
く
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
内
閣
官
房
・
国
民
保
護
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w
.k
o
k
u
m
in
h
o
g
o
.g
o
.

jp
/p
c
-in

d
e
x
.h
tm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室

 

☎

25

－

２
１
４
１

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
と
は
？

　

通
信
衛
星
と
市
町
村
の
同
報
系
防
災
行
政

無
線
等
を
利
用
し
、
緊
急
情
報
を
住
民
へ
伝

達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

年
間
出
動
件
数 

（
３
月
31
日
現
在
）

救
急
出
動 

100
件
（
６
件
増
）

火
災
出
動 

０
件
（
１
件
減
）

 

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

消防通信　第22号

前　略

足寄消防署より

緊急地震速報

人工衛星

消防庁

足寄町役場

防災無線等 武力攻撃等

有料コンテンツ利用料のお

支払い確認が取れていませ

ん。本日中のご連絡がない

場合、法的措置に移行致し

ます。至急ご連絡下さい。

○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○
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あなたの声をまちづくりに
◆Ａメールはまちづくりの参考に
◆まちづくり懇談会は直接対話の場

み
ん
な
の
広
場
Ａ
メ
ー
ル

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
「
み
ん
な

の
広
場
Ａ
メ
ー
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
町
行
政
に
対
し
て
感

じ
て
い
る
こ
と
、
最
近
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
こ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
ほ
し
い
、
こ
こ
が
分
か
ら
な
い
な
ど
、

「
み
ん
な
の
広
場
・
Ａ
メ
ー
ル
」
の
「
Ａ
」

は
、
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
の
Ａ
で
、
Ａ
Ｎ
Ｓ

Ｗ
Ｅ
Ｒ
（
答
え
る
～
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
に
答
え
る
）
、
Ａ
Ｄ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
（
進

め
る
～
ま
ち
づ
く
り
を
み
ん
な
で
進
め

る
）
と
い
っ
た
意
味
で
す
。

ど
ん
な
内
容
で
も
結
構
で
す
の
で
「
Ａ
メ
ー

ル
」
を
使
っ
て
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
な

ど
、
全
て
に
町
長
が
目
を
通
し
ま
す
。
住
所
、

氏
名
な
ど
連
絡
先
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
回
答
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
た
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
、
ご
要
望
な

ど
の
一
部
を
「
広
報
あ
し
ょ
ろ
」
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
年
齢
、
性
別
の
み

を
掲
載
し
、
住
所
、
氏
名
な
ど
は
掲
載
致
し

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
特
定
の
個
人
を
ひ
ぼ
う
、
中
傷
す

る
も
の
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
開
催
要
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
と
町
長
お
よ
び
行
政
と
の
直
接
対
話
の

場
、
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
場
で
す
。

対
　
象

　

原
則
的
に
地
区
連
合
自
治
会
（
町
内
24
地

区
）
単
位
の
住
民
、
お
よ
び
各
種
団
体
の
構

成
員
と
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
各
種
団
体
は
、
社
会
教
育
関

係
団
体
、
経
済
団
体
、
労
働
団
体
お
よ
び
そ

の
他
の
団
体
で
す
。
不
明
な
点
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
会
場

　

地
区
連
合
自
治
会
単
位
お
よ
び
各
種
団
体

か
ら
の
要
請
を
受
け
、
日
程
、
会
場
を
調
整

の
上
、
随
時
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ

　

懇
談
会
の
開
催
要
請
を
し
た
地
区
連
合
自

治
会
お
よ
び
団
体
は
、
必
ず
テ
ー
マ
（
ど
ん

な
こ
と
の
意
見
交
換
が
し
た
い
の
か
）
を
設

定
し
ま
す
。

内
　
容

　

設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
意
見
お

よ
び
情
報
交
換
の
場
で
あ
り
、
テ
ー
マ
に
則

さ
な
い
陳
情
や
要
望
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場

で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

申
し
込
み

　

希
望
開
催
予
定
日
（
予
備
日
も
必
ず
設
定
）

の
１
カ
月
前
ま
で
に
、
電
話
な
ど
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
町
長
等
の
日
程
お
よ
び
会
場

等
の
調
整
を
し
、
日
時
、
会
場
を
決
定
し
ま

す
。

申
込
先
・
詳
細

 

役
場
総
務
課
総
務
室
広
報
広
聴
担
当
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特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
の
特
定
健
康
診

査
（
特
定
健
診
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
で
は
、
血
管
を
傷
付
け
る
要
因

や
動
脈
硬
化
要
因
が
な
い
か
ど
う
か
を
採
血

に
よ
る
数
値
デ
ー
タ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
血
管
が
ど
の
よ
う
な
状
況
か
、

今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
の
見
通
し
を
健

診
結
果
か
ら
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

血
管
障
害
は
健
康
寿
命
に
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
将
来

脳
血
管
疾
患
や
心
臓
疾
患
、
慢
性
肝
臓
病
な

ど
の
日
常
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
疾
患
の

リ
ス
ク
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
尿
酸
は
血
管
を
傷
め
ま
す

　

血
管
を
傷
つ
け
る
要
因
と
し
て
高
血
糖
や

高
血
圧
な
ど
が
有
名
で
す
が
、
実
は
高
尿
酸

（
尿
酸
値
が
高
い
状
況
）
も
血
管
を
傷
付
け

ま
す
。

　

平
成
27
年
度
特
定
健
診
結
果
（
累
計
）
で

は
、
尿
酸
値
が
高
い
人
の
割
合
が
道
（
７
．

２
％
）
と
比
べ
て
足
寄
町
は
８
．
７
％
と
高

い
状
況
で
す
。

　

高
尿
酸
は
「
痛
風
」
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

尿
酸
が
血
液
に
溶
け
き
れ
な
く
な
る
こ
と
で

尿
酸
の
結
晶
が
で
き
、
血
管
の
内
壁
や
関
節

な
ど
を
傷
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
尿
酸
が

関
節
な
ど
に
溜
ま
る
と
「
痛
風
関
節
」
に
な

り
ま
す
。
尿
酸
の
数
値
が
高
く
て
も
痛
み
を

感
じ
な
い
方
も
い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
尿
酸
値
が
高
い
と
尿
が
酸
性
に
傾

き
、
尿
中
の
他
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
が
溶
け
に

く
く
な
っ
て
「
尿
管
結
石
」
に
な
っ
た
り
尿

酸
の
結
晶
が
肝
臓
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
沈
着
し

て
目
詰
ま
り
を
起
こ
し
、
体
内
の
尿
酸
の
排

泄
口
の
働
き
を
し
て
い
る
肝
臓
の
機
能
が
低

下
し
ま
す
。

尿
酸
値
が
高
く
な
る
原
因
は

①
プ
リ
ン
体
を
多
く
含
む
食
品
を
摂
取
す
る

　

（
レ
バ
ー
や
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
等
）

②
急
激
に
運
動
を
し
て
筋
力
を
使
う

　

（
プ
リ
ン
体
が
過
剰
に
生
産
さ
れ
る
）

③
早
食
い
・
肥
満

　

（
腎
臓
か
ら
の
排
泄
が
妨
げ
ら
れ
る
）

④
水
分
不
足

　

（
尿
量
が
少
な
い
た
め
排
泄
さ
れ
な
い
）

⑤
野
菜
摂
取
の
不
足

　

（
便
と
し
て
排
泄
さ
れ
な
い
）

⑥
ア
ル
コ
ー
ル
の
過
剰
摂
取

　

（
乳
酸
が
腎
臓
か
ら
の
尿
酸
排
泄
値
を
低

下
さ
せ
る
）

　

尿
酸
値
を
下
げ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の

要
因
を
排
除
し
た
生
活
を
送
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
高
尿
酸
の
状
態
が
継
続
す
る
場
合
は
、

病
院
を
受
診
し
内
服
治
療
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

尿
酸
値
を
下
げ
る
た
め
に

・
プ
リ
ン
体
の
多
い
食
品
を
取
り
す
ぎ
な
い

・
ア
ル
コ
ー
ル
を
プ
リ
ン
体
オ
フ
の
も
の
に

し
た
り
、
摂
取
量
を
見
直
し
た
り
す
る

・
適
度
な
運
動
を
し
て
肥
満
の
解
消
に
取
り

組
む

・
適
量
に
水
分
摂
取
や
ア
ル
カ
リ
食
品
（
海

藻
類
・
大
豆
・
根
菜
類
・
干
し
シ
イ
タ
ケ

な
ど
）
か
ら
食
べ
る

　

運
動
習
慣
や
食
生
活
を
改
善
し
な
が
ら
、

年
に
一
度
必
ず
健
診
を
受
け
血
液
の
デ
ー
タ

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

小
児
期
か
ら
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

最
近
は
、
小
児
の
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
育
ち
盛
り
の

中
学
生
は
、
筋
肉
を
付
け
る
た
め
に
タ
ン
パ

ク
質
を
取
り
す
ぎ
て
し
ま
い
、
実
は
高
尿
酸

の
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
小
児
期
か
ら
、
体
格
、
食
習
慣
や
運

動
習
慣
と
と
も
に
健
診
で
健
康
状
態
を
確
認

し
、
将
来
の
生
活
習
慣
病
予
防
を
す
る
こ
と

が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

健
診
結
果
の
読
み
取
り
方
は
、
保
健
師
や

管
理
栄
養
士
が
説
明
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望

の
方
に
は
、
一
緒
に
生
活
習
慣
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

詳
　
　
細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当
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　義経の里本別公園内のボート・ゴーカート等
の有料遊具が４月から運営を開始します。ご家
族連れで、ぜひ本別公園に遊びに来てください。
期　間　４月15日㈯－10月９日㈪
運営日　土曜日、日曜日
※４月22日㈯－５月８日㈪および７月、８月は

毎日営業します。
時　間
　４－６月　午前10時30分－午後４時30分
　７・８月　午前９時30分－午後４時30分
　９・10月　午前10時30分－午後３時30分
料　金
・ボート　２００円／30分
・ゴーカート（コース１周）
　２００円／１人乗り、３００円／２人乗り
・バッテリーカー　50円
詳　細
 本別公園「義経の館」　☎２２－４４４１

義経の里本別公園の遊具を

ご利用ください

第29回日産カップ

オールジャパンパッチ選手権 in 陸別

　大人のためのパッチ（メンコ）の大会です。

「もう一度あの頃の腕を振るいたい」そう思っ

ているあなた！ぜひ一度ご参加ください。

日　　時　４月16日㈰　午前10時－

場　　所　陸別町タウンホール

参加資格　20歳以上の男女

参 加 料　１，７００円

参加申し込み

　電話でお申し込みください（先着96人）

詳細・申し込み

　　　　　陸別町役場産業振興課内大会事務局

 ☎２７－２１４１内線１３５

ヒグマによる人身事故を防ぎましょう

とかち広域消防事務組合消防職員採用試験

事前交通規制のお知らせ

町 職 員 人 事（３月31日付）

親子記者として

新聞を作ってみませんか　ヒグマによる人身事故の多くは、山菜採りなどで野山に入った際の突

発的な遭遇によるものです。ヒグマと遭遇しないよう十分注意しましょ

う。ヒグマに遭遇しないために、野山に入る際はヒグマの出没情報を確

認しましょう。また、鈴などの鳴り物を携帯する他、見通しの悪い場所

では笛を吹くなどして人の存在を知らせる工夫をしてください。

詳　　細 道環境生活部環境局生物多様性保全課動物管理グループ

 ☎０１１－２０４－５２０５

募集種目　大学卒、短大卒、救急救命士

受付期間　５月８日㈪－15日㈪

一次試験日　６月３日㈯

そ の 他　受験資格や申し込み方法等は、試験案内をご覧ください。試

験案内はとかち広域消防事務組合でも確認できます。

とかち広域消防事務組合ホームページ　http://www.fire-tokachi.hokkaido.

jp/

詳　　細 とかち広域消防局人事給与係　☎０１５５－２６－９１２１

　帯広建設管理部足寄出張所では、昨年の台風被害を踏まえ、次の通り

道道モアショロ原野螺湾足寄停車場線の事前交通規制を実施することと

しました。

　道道モアショロ原野螺湾足寄停車場線は連続雨量１００ミリを超えた

場合、通行止めになります。通行止め区間はオンネトーゲートから徳草

橋ゲートまでの約８キロメートル区間となりますので、ご協力願います。

詳　　細 帯広建設管理部足寄出張所　☎２５－３１５４

●足寄町発令・退職者

阿　部　智　一（建設課長）

對　馬　邦　彦（国民健康保険病院事務長）

加　藤　春　美（住民課住民室長）

髙　田　祐　子（国民健康保険病院准看護師）

本　寺　多起子（国民健康保険病院准看護師）

野　方　麻　里（経済課林業商工観光室主事）

原　　　くるみ（国民健康保険病院看護師）

●足寄町議会発令・退職者

大　貫　裕　弘（議会事務局長）

●足寄町監査委員発令・退職者

阿　部　泰　子（監査委員事務局次長）

●足寄町教育委員会発令・退職者

寺　地　　優　（教育委員会事務局教育次長）

宮　村　健　斗（教育委員会事務局生涯学習室主事）

　日本非核宣言自治体協議会では、

長崎県で原爆の被害や平和の大切

さについての取材を行う親子記者

を募集しています。

日　時　８月８日㈫－11日㈮

場　所　長崎県

対　象　小学校４－６年生

人　数　全国で18組

申込期限　５月８日㈪

その他　申し込み方法については

日本非核宣言自治体協議会ホーム

ページ（http://www.nucfreejapan.

com/）をご覧ください。

詳　細 日本非核宣言自治体

 協議会事務局

 ☎０９５－８４４－９９２３

お知らせ

自衛官採用試験

有害鳥獣駆除実施中

確定申告の内容が

間違っていたとき

自衛隊帯広地方協力本部ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/

詳　　細 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

募　　集

募 集 種 目 応 募 資 格 受付期限 試 験 日

海上自衛隊
技術海曹

20歳以上で資格免許等を
保有する方 ４月21日㈮－

５月12日㈮
６月23日㈮

航空自衛隊
技術空曹

21歳以上で資格免許等を
保有する方 善意のご寄附・ご寄贈

ありがとうございます

町認定こども園どんぐりへ

・ほくでんサービス㈱から折

り紙のメダル、花など

 ３００個

・足寄町商工会女性部（進藤

晴子部長）から

 図書カード１万円分

　町では、エゾシカによる農業被

害や林業被害を減らすために、北

海道猟友会足寄支部の協力により、

有害鳥獣駆除を実施しています。

有害鳥獣駆除実施期間中に山菜採

り等で山林や畑、牧草地の周囲を

歩く方は、目立つ服装で入林し、

設置されているわなに注意してく

ださい。

駆除区間

　足寄町全域（鳥獣保護区は除く）

駆除期間

　10月末までおよび平成30年３月

使用する道具

　銃器、くくりわな、囲いわな

詳　　細 役場経済課

 林業商工観光室林業振興担当

 ☎２５－２１４１内線２４３

　確定申告書を提出した後で計算

誤りなど申告した内容に間違いが

あることに気付いたり、確定申告

することを忘れていたりした場合

は速やかに申告をしてください。

　税額を多く申告していたときは

「更正の請求」をして、正しい税

額への訂正を求めることができま

す。

　税額を少なく申告したことに気

付いたときは「修正申告書」を提

出し、正しい税額に修正してくだ

さい。

　また、確定申告書を提出しなけ

ればならないのに、提出を忘れて

いたときは速やかに確定申告を行

ってください。

詳　細 十勝池田税務署

 ☎０１５－５７２－２１７１
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☆最近は暖かくなり、春を感じられる

ようになりました。

☆４月より広報を担当することになり

ました。まずはみなさんの素敵な笑

顔を届けられるような写真を撮りた

いと思っておりますので、どうぞよ

ろしくお願いします。

☆最近実家から古い広報誌が出てきて、

表紙には小学生時代の姉の写真が載

っていました。残しておこうと思っ

ていただける広報誌を作ることが目

標です。

☆社会人になり、足寄町に越してきた

ばかりの私ですが足寄町の広さに驚

く毎日です。取材を通して足寄町の

ことをすみずみまで知れたらと思っ

ております。

塚田　 夢
めい

ち
  ゃ
   ん

 （平成27年３月31日生まれ）

　食べるのが大好き、お姉ちゃ

ん達と遊ぶのも大好き！我が家

の末っ子で甘えん坊＆泣き虫め

いちゃん。これからもいっぱい

食べていっぱい遊んで大きくな

ってね。 強・美亜さんの子

 （郊南１丁目）
新津　隼

しゅん

哉
や

ち
  ゃ
   ん

 （平成27年３月25日生まれ）

　アンパンマンと車が大好きな

隼哉。支援センターに行くと必

ず車のおもちゃの所に行ってし

まいます。これからもすくすく

と元気に育ってね！

 雄平・静香さんの子

 （旭町４丁目）

今月の表紙

　３月９日に行われた「将棋を楽しむ会」で

のスナップです。

 （⇒９ページ）　

ひとのうごき

３月末の住民基本台帳

人　口　　７，０２７　人　（－101)

　男　　　３，４０４　人　（－58)

　女　　　３，６２３　人　（－43)

世　帯　　３，４９６世帯（－32)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。


